
明るい選挙啓発ポスターコンクール審査結果
同コンクールは、「明るい選挙」の推進と若年層への啓発を兼ねて、毎年行っています。

作品は、これから作成するリーフレットなどに活用する予定です。

　今年度から対面で啓発活動
を行うことができＶサポも積
極的に参加しています。
　今年は久々に東洋大学学園

祭での啓発活動に参加することができました。
　屋内では初めての啓発活動でしたが、選挙管理委員、推進委員、めいすい
君と一緒に啓発活動を行いました。
　また、今年は常時啓発用グッズを作成しました。皆で意見を出し合い、
ウェットティッシュを作成しました。淡い水色を基調としたおしゃれでスタ
イリッシュなデザインで、多くの人の手、特に若年層に受け取ってもらえる
ようなものに仕上げました。
　実際に、東洋大学での啓発の際も多くの人に受け取ってもらうことができ
充実した啓発活動を行うことができました。
　これからも同世代が選挙に興味をもち、投票率がＵＰするよう頑張ってい
きます。夏の都知事選挙に向けて、メンバー同士で意見を出し合い、工夫し
て啓発に取り組みます。
　次回はどんな啓発グッズを作成するのでしょうか。皆さんお楽しみに‼

文京Vote Supporters：通称「Vサポ」とは、平成29年８月に発足した若者の政治参画意識や投票率の向上を目指して活動する文京区独自の若年層啓発グループです。

応募者：区内の小・中・高校生
応募総数：217点
ポスターコンクール協力校（感謝状の贈呈）：文京区立関口
台町小学校、文京区立本郷台中学校、京華商業高等学校、
都立工芸高等学校
・�区の審査：最優秀賞１点、優秀賞：20点、入選：14点
・東京都と全国（中央）の審査：
　�東京都優秀賞３点、うち１点は東京都最優秀賞かつ全国
審査で入選、東京都入選３点

Ｖサポ活動報告

東
京
都
最
優
秀
賞

東
京
都
優
秀
賞

（窪町小学校）
陳　多嘉志さん

東
京
都
優
秀
賞

（都立工芸高等学校）
土屋　瞳さん

文京区優秀賞一覧
（
東
京
都
立
工
芸
高
等
学
校
）

平
田
　
一
瑠
さ
ん

文
京
区
最
優
秀
賞

文
部
科
学
大
臣・総
務
大
臣
賞

東洋大学学園祭での一コマ

　7月7日は東京都知事選挙です 　

東
京
都
入
選

（都立工芸高等学校）
水越　日葉さん

（都立工芸高等学校）
篠塚　桃さん

東
京
都
入
選

（金富小学校）
福村　珠月さん

東
京
都
入
選

Ｖサポデザインのウェットティッシュ

文京区明るい選挙推進協議会

文 京 区 選 挙 管 理 委 員 会

〒112-8555 文京区春日1-16-21
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昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
屋
内
で

の
啓
発
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
設
ブ
ー
ス
に
て
選
挙
に
ま
つ
わ

る
ク
イ
ズ
や
模
擬
選
挙
に
参
加
さ
れ

た
方
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
配
布

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
選
挙
管
理
委
員
、
推
進
委

員
、
Ｖ
サ
ポ
一
丸
と
な
っ
て
呼
び
込

み
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
で
も
め
い
す
い
君
の
着
ぐ
る
み

は
今
年
も
大
人
気
で
、
た
く
さ
ん
の

方
が
一
緒
に
写
真
撮
影
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
は
「
こ
れ
っ

て
何
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
？
」「
見
た

こ
と
あ
る
」
等
め
い
す
い
君
に
興
味

津
々
な
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

我
々
も
「
め
い
す
い
君
の
秘
密
が
知

り
た
い
方
は
ぜ
ひ
ク
イ
ズ
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
！
」
と
積
極
的
に
呼
び
か

け
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
か
い
あ
っ
て
か
、
今
年
の
模

擬
選
挙
へ
の
来
場
者
数
は
昨
年
の

１
・
５
倍
で
し
た
。

　

特
設
ブ
ー
ス
に
は
若
年
層
を
中
心

に
、
親
子
連
れ
の
方
や
高
齢
の
方
な

ど
様
々
な
年
代
の
方
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ク
イ
ズ
や
模
擬
選
挙
に
参
加
さ
れ

た
方
か
ら
は
「
い
つ
も
選
挙
に
は

行
っ
て
い
る
が
、
今
度
か
ら
周
り
の

人
に
も
呼
び
か
け
て
み
よ
う
と
思

う
」、「
ま
だ
投
票
に
行
っ
た
こ
と
が

な
い
の
で
、
18
歳
に
な
っ
た
ら
行
き

ま
す
」
等
の
声
や
、
親
子
の
方
か
ら

は
「
大
人
に
な
っ
た
ら
一
緒
に
選
挙

に
行
こ
う

ね
」「
は
や

く
大
人
に

な
っ
て
選
挙

に
行
き
た

い
」
な
ど
前

向
き
な
声
が

聞
こ
え
て
き

ま
し
た
。

東
洋
大
学
学
園
祭
で
の
啓
発
活
動
に
つ
い
て

明るい選挙啓発ポスターコンクール審査結果

（第三中学校）
金子　穂香さん

（都立工芸高等学校）
阿比留　沙羅さん

（文林中学校）
長妻　幸輝さん

（第三中学校）
菊地　碧さん

（第八中学校）
加藤　洋人さん

（都立工芸高等学校）
佐々木　優花さん

（都立工芸高等学校）
新野　星七さん

（都立工芸高等学校）
小野　えめさん

（都立工芸高等学校）
栗原　侑来さん

（京華商業高等学校）
河西　佳苗さん

（都立工芸高等学校）
中山　鶴子さん

（都立工芸高等学校）
田栗　詠美さん

（都立工芸高等学校）
片山　珠稀さん

（都立工芸高等学校）
國吉　美涼さん

（都立工芸高等学校）
早川　巧真さん

文京区優秀賞一覧

地
区
別
座
談
会
を
２
か
所
で
開
催

　

今
年
は
主
権
者
教
育
が
主
な

テ
ー
マ
で
し
た
。
推
進
委
員
の

方
々
が
様
々
な
意
見
を
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　

出
前
授
業
や
模
擬
選
挙
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
話
合
い
ま
し

た
。
ま
た
、
家
庭
で
の
選
挙
教
育

の
話
や
ご
自
身
が
立
会
人
を
務
め

た
経
験
な
ど
も
踏
ま
え
、
活
発
な

意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
別
座
談
会

令和５年10月16日区民センターでの一コマ

文京区入選受賞者（敬称略）
小学生の部

学校名 学年 氏名
窪町小学校 2 押尾　政宗
窪町小学校 5 丸山　美裕
窪町小学校 6 川瀬　琴音
指ヶ谷小学校 5 渡邉　葉月
本郷小学校 4 宮﨑　美優
本郷小学校 6 箸方　心美
関口台町小学校 5 大塚　葉夏
林町小学校 5 松俵　沙歩

中学生の部
学校名 学年 氏名
音羽中学校 2 松本　　真
第九中学校 1 長島　斡紀
第八中学校 3 今井利陽人
第八中学校 3 平澤　孝樹
文林中学校 1 杉本　奈由
本郷台中学校 1 石上　瑠理
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将
来
を
担
う
児
童
・
生
徒
が
、
選
挙
権
を

得
た
と
き
、
積
極
的
に
投
票
所
へ
足
を
運
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
、
選
挙
に
関
す
る
参
加
・

体
験
型
の
授
業
を
学
校
か
ら
の
依
頼
に
よ
り

実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
出
前
授
業

　

選
挙
管
理
委
員
会
の
職
員
が
、
小
・
中
・

高
校
等
に
出
向
き
、
選
挙
の
仕
組
み
や
投
票

す
る
こ
と
の
意
義
、
投
票
方
法
等
、
選
挙
や

投
票
に
つ
い
て
講
義
す
る
も
の
で
す
。
講
義

内
容
は
、
実
施
す
る
学
年
や
学
校
に
あ
わ
せ

て
行
い
ま
す
。
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
ク
イ

ズ
形
式
で
選
挙
に
つ
い
て
の
意
義
や
理
解
を

深
め
ま
す
。

◆
模
擬
選
挙

　

選
挙
に
関
す
る
講
話
の
後
、
児
童
・
生
徒

に
と
っ
て
身
近
な
テ
ー
マ
を
争
点
に
、
学
生

団
体
ｉ
ｖ
ｏ
ｔ
ｅ
協
力
の
も
と
、
仮
想
区
長

選
挙
の
模
擬
選
挙
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

実
際
の
選
挙
と
同
様
、
選
挙
公
報
や
ポ
ス

タ
ー
掲
示
場
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
事
前
に

候
補
者
の
政
策
に
触
れ
て
も
ら
い
ま
す
。
さ

ら
に
、授
業
当
日
に
は
候
補
者
演
説
を
行
い
、

候
補
者
の
生
の
声
を
聴
く
こ
と
で
、
選
挙
公

報
や
ポ
ス
タ
ー
か
ら
受
け
た
印
象
と
の
違
い

を
整
理
し
、
自
分
の
投
票
先
を
決
め
ま
す
。

こ
の
際
、
周
り
の
生
徒
と
相
談
し
、
候
補
者

か
ら
疑
問
点
を
聞
き
、
考
え
を
整
理
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
の
際
は
、
実
際
の
投
票
所
で
使
用
し

て
い
る
用
紙
交
付
機
や
記
載
台
を
配
置
し
、

前
も
っ
て
全
員
に
選
挙
の
お
知
ら
せ
を
配
付

す
る
こ
と
で
、
よ
り
本
番
に
近
い
環
境
を
整

え
て
い
ま
す
。
受
付
や
用
紙
交
付
は
各
ク
ラ

ス
の
代
表
者
数
名
に
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　

ま
た
、
開
票
で
も
、
代
表
者
数
名
が
、
票

を
候
補
者
ご
と
に
分
類
す
る
作
業
や
、
計
数

機
を
使
用
し
て
得
票
数
の
計
算
作
業
を
行
う

な
ど
、
よ
り
選
挙
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て

も
ら
う
た
め
、
１
人
で
も
多
く
の
児
童
・
生

徒
に
、事
務
を
体
験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

実
体
験
で
き
な
い
児
童
・
生
徒
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
行
程
を
見
学
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

模
擬
選
挙
で
は
、
出
前
授
業
・
模
擬
選
挙

を
体
験
し
た
生
徒
か
ら
は
「
選
挙
を
自
分
事

と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
」「
選
挙

に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
っ
た
。
投
票
権
を
得

た
ら
投
票
し
に
行
く
」
と
の
感
想
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

選
挙
出
前
授
業

�

・
模
擬
投
票

　

元
旦
か
ら
能
登
半
島
地
震
大

災
害
。
翌
２
日
は
羽
田
空
港
衝

突
事
故
。
想
定
外
の
悲
惨
な
幕

開
け
で
し
た
。

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
災
害

は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
、

の
で
は
な
く
、
忘
れ
な
い
内
に

や
っ
て
来
る
の
で
す
。

　

災
害
救
助
対
策
は
政
治
の
力

強
い
政
策
が
必
要
。
実
現
さ
せ

る
に
は
、
責
任
と
実
行
力
の
あ

る
人
に
多
く
の
人
々
が
一
票
を

投
票
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

７
月
７
日
は
七
夕
、都
知
事
選

　

コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
の
Ｗ
感

染
で
都
内
で
は
マ
ス
ク
が
消
え

ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
も
都
の
し
っ

か
り
し
た
感
染
対
策
が
都
民
を

守
る
の
で
す
。
そ
れ
に
は
多
く

の
都
民
が
都
政
と
選
挙
に
関
心

を
持
つ
事
。

　

明
る
い
選
挙
推
進
委
員
と
し

て
は
、
一
票
で
も
多
く
投
票
し

て
貰
い
、
投
票
率
Ｕ
Ｐ
の
為
の

啓
発
活
動
を
頑
張
り
ま
す
。

ろ
び
ー

湯
島
地
区

石
川　

良
宣

管
外
視
察

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
２
年
ぶ
り
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
15
日
（
水
）、
小
平
市
に
あ
る

ガ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
練
馬
区
に
あ
る

陸
上
自
衛
隊
広
報
セ
ン
タ
ー
り
っ
く
ん

ラ
ン
ド
に
総
勢
32
人
の
明
る
い
選
挙
推

進
委
員
等
で
視
察
し
ま
し
た
。

　

ガ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
都
市
ガ

ス
事
業
の
歴
史
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

欠
か
せ
な
い
ガ
ス
と
の
関
わ
り
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
際
に
昔
の
ガ

ス
灯
の
点
灯
実
演
や
明
治
時
代
か
ら
現
代
の
ガ
ス
器
具
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

り
っ
く
ん
ラ
ン
ド
で
は
陸
上
自
衛
隊
の
組
織
や
編
成
、
任
務
等
の
活
動
状

況
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

戦
車
等
の
大
型
装
備
品
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
装
備
品
を
間
近
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ラ
イ
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
及
び
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
装
着
し
て
の
戦

車
・
水
陸
両
用
車
等
の
疑
似
乗
車
体
験
も
で
き
ま
し
た
。

　

久
々
の
管
外
視
察
は
と
て
も
充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
２
月
７
日
（
水
）、

区
民
セ
ン
タ
ー
３‒

Ａ
会
議
室
に

て
全
国
市
区
選
挙
管
理
委
員
会
連

合
会　

三
浦
雄
二 

氏
を
迎
え
て

「
選
挙
を
め
ぐ
る
最
近
の
情
勢
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

統
一
地
方
選
挙
の
歴
史
に
つ
い

て
や
、
統
一
地
方
選
挙
に
お
い
て

僅
差
で
当
落
が
決
定
し
た
事
例
、

無
投
票
当
選
に
つ
い
て
の
問
題
等

お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
を
踏
ま
え
て
一
票

の
大
切
さ
を
実
感
す
る
と
も
に
、

自
分
の
声
を
社
会
に
反
映
す
る
こ

と
の
重
要
さ
を
周
知
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

明
る
い
選
挙

推
進
委
員
講
習
会

令和５年度実施校
▼中学校　　　 ◆高等学校　　　　　　　　
区立音羽中学校 私立獨協高等学校　　　　　
区立茗台中学校 筑波大附属大塚特別支援学校
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《
編
集
委
員
》

奧
山
ま
ゆ
み
・
宇
賀
治
み
や
子
・
小
守　

正
平

渡
辺
富
士
雄
・
石
川　

良
宣
・
椎
名　

和
子

武
田　

文
夫
・
富
所
由
紀
子
・
安
達　

良
子

�

（
地
区
順
）

印刷物番号　M0123008

選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

�

（
３
月
１
日
現
在
）

�

男
性　
　
８
７
、１
１
８
人

�

女
性　
　
９
８
、６
７
０
人

�

合
計　
１
８
５
、７
８
８
人

　

２
０
２
４
年
、
能

登
半
島
地
震
発
生
。

　

お
正
月
そ
う
そ
う

日
本
列
島
は
大
き
な

災
害
に
み
ま
わ
れ
ま

し
た
。「
生
き
て
い
る
地
球
」
の
上
で
生
活

す
る
こ
と
の
大
変
さ
を
、
あ
ら
た
め
て
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
厳
寒
の
気
候
の
中
、
避
難
生
活
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
々
に
、
は
や
く
お
だ

や
か
な
日
常
が
戻
っ
て
来
る
よ
う
願
う
ば
か

り
で
す
。

　

さ
て
今
年
の
選
挙
は
、
７
月
７
日　

日
曜

日　

東
京
都
知
事
選
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
77
号
で
お
知
ら
せ
が
出
来
る
の
も
ご

縁
で
す
。

　

新
聞
、
放
送
等
の
報
道
で
見
聞
き
す
る
国

や
議
会
の
動
き
は
、
私
た
ち
が
一
票
を
投
じ

て
望
ん
だ
状
態
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
も
ひ
と
り
ひ
と
り

の
意
見
を
表
現
す
る
手
段
と
し
て
一
票
を
大

事
に
。
私
た
ち
の
一
票
を
大
切
に
す
る
活
動

を
し
て
ゆ
き
た
い
で
す
。

�

（
宇
賀
治
み
や
子　

記
）

   

令
和
５
年
11
月
25
日
（
土
）

文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル　
小
ホ
ー
ル
で
開
催

　

第
一
部
は
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
青
山
和

弘 

氏
を
講
師
に
迎
え
、
ご
自
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
し
て
の
体
験
談
を
交
え
な
が
ら
、
題
名
の

と
お
り
政
治
の
舞
台
裏
の
話
を
中
心
に
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
等
で
普
段
取
り
上

げ
ら
れ
な
い
政
治
家
の
性
格
や
考
え
方
、
今
後
の

政
治
の
行
方
に
つ
い
て
、
ご
自
身
が
取
材
し
た
う

え
で
感
じ
た
こ
と
を
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、

お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。来
場
者
か
ら「
政

治
家
の
方
々
も
政
治
家
で
あ
る
前
に
一
人
の
「
人

間
」
で
あ
る
と
気
づ
か
さ
れ
た
。」「
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
て
、
よ
り
多
く
の
市
民
が
政
治
と
政
治
家
に

関
心
を
持
ち
投
票
行
動
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
が

政
治
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
思
っ
た
。」
と

感
想
を
い
た
だ
き
、
大
変
ご
好
評
で
、
あ
っ
と
い

う
間
の
75
分
間
で
し
た
。

　

第
二
部
で
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
神
奈

川
県
立
横
浜
瀬
谷
高
等
学
校 

教
諭 

黒
崎
洋

介 

氏
を
中
心
に
、
異
な
る
若
年
層
啓
発
グ
ル
ー

プ
に
所
属
す
る
３
人
の
登
壇
者
と
第
一
部
講
師
の

青
山
和
弘 

氏
を
交
え
て
、「
～
若
年
層
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
～
」と
題
し
て
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

若
年
層
が
抱
え
る
想
い
や
世
の
中
の
問
題
に
つ

い
て
、
各
々
が
も
つ
考
え
を
述
べ
、
若
年
層
啓
発

グ
ル
ー
プ
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
か
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
来
場
者
の
皆
様
も
、
選

挙
啓
発
、
若
者
の
政
治
参
画
へ
の
取
り
組
み
に
関

し
て
、
普
段
聞
く
こ
と
の
出
来
な
い
各
団
体
等
の

様
々
な
意
見
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、

若
年
層
の
選
挙
へ
の
意
識
の
低
さ
や
政
治
へ
の
無

関
心
さ
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
そ
の
よ
う
な
人

の
意
識
を
変
え
て
い
け
る
か
、
ど
う
し
た
ら
若
年

層
の
関
心
を
引
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
政
治
を
自
分
事
の
よ
う

に
考
え
、
意
見
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
政
治
に
関

心
を
も
ち
、
自
分
の
意
見
に
自
信
を
も
つ
こ
と
が

で
き
る
と
青
山
氏
か
ら
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
、
若
年
層
の
政
治
参
画
に
は
地
域
の
簡

単
な
問
題
を
話
し
合
う
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
若

年
層
と
政
治
や
選
挙
の
つ
な
ぎ
役
の
存
在
が
必
要

に
な
る
な
ど
、
活
発
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
盛

況
の
中
で
の
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

黒
崎　

洋
介　

氏

�

（
神
奈
川
県
立
横
浜
瀬
谷
高
等
学
校
教
諭
）

パ
ネ
リ
ス
ト

田
中　

恵
人　

氏�

（
学
生
団
体
ｉ
ｖ
ｏ
ｔ
ｅ
） 

柿
本　

優
里　

氏

�
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｄ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
）

工
藤　

茉
莉　

氏
�

（
文
京
Ｖ
ｏ
ｔ
ｅ 

Ｓ
ｕ
ｐ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
）

【
第
一
部
】
基
調
講
演『
テ
レ
ビ
で
話
せ
な
い

政
治
の
舞
台
裏 

日
本
の
未
来
は
大
丈
夫
？
』

講
師
：
青
山
和
弘 

氏 

政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト 

元
日
本
テ
レ
ビ
解
説
委
員 

星
槎
大

学
非
常
勤
講
師

【
第
二
部
】
若
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

～
若
年
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

よくわかる政治と選挙のはなし（白ばらセミナー）講演会

明
る
い
選
挙
推
進
大
会

　

令
和
５
年
11
月
２
日
、
令
和
５
年
度
明
る
い
選
挙
推
進
大
会
が
府
中

の
森
芸
術
劇
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
開
催
が
見
送
ら
れ
て
い
た
表
彰
式
で
し
た
が
、
今
年
度

は
対
面
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
文
京
区
か
ら
は
20
年
表
彰

が
７
名
、
10
年
表
彰
が
６
名
で
し
た
。

　

式
典
で
は
公
益
財
団
法
人
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
調
査
部
主
幹 

金

井
壯
太 

氏
か
ら
「
全
国
の
啓
発
活
動
事
例
と
今
後
の
常
時
啓
発
・
主

権
者
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」、

　

第
二
部
で
は
東
京
都
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長 

山
口 

香 

氏

と
金
井 

氏
「
こ
れ
か
ら
の
啓
発
事
業
・
主
権
者
教
育
に
つ
い
て
」
の

対
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
頃
若
年
層
の
啓
発
に
力
を
い
れ
て
い
る
我
々
に
と
っ
て
も
大
変
参

考
に
な
る
お
話
で
し
た
。

　

会
場
に
は
他
の
自
治
体
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
推
進
委
員
さ
ん
が
参
加

さ
れ
て
い
て
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー
の
半
纏
を
お
召
に
な
っ
て

い
る
の
が
印
象
的
で
、
会
場
が
ぱ
っ
と
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん
の
永
年
に
わ
た
る
ご
尽
力
に
対
し
、
あ

ら
た
め
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

選
挙
推
進
運
動
永
年
功
労
者
（
敬
称
略
）

︽
20
年
表
彰
︾

・
小
河
原　

宏

・
柿
沼　

誠
子

・
佐
藤　

照
代

・
富
所
由
紀
子

・
林　
　

昭
代

・
藤
關　

芳
江

・
舟
橋　

菊
男

︽
10
年
表
彰
︾

・
猪
本　

幸
子

・
蒲
沢　
　

武

・
佐
藤　

芳
江

・
柴
崎　

里
子

・
廣
川　
　

徹

・
本
田　

京
子

第77号 白ばらは明るい選挙のシンボルマークです 2024年（令和6年）3月10日

CW6_A1481D04.indd   4 2024/03/01   13:18:31


	CW6_A1481D01
	CW6_A1481D02
	CW6_A1481D03
	CW6_A1481D04

